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ペルギルス症の新規治療開発の試み 

泉川公一・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金 新型インフルエ

ンザ等新興・再興感染症研究事業「酵母様真

菌感染症の病原性解明と疫学・診断法・制御
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HIV 感染症に伴う日和見合併症・悪性腫瘍の

全国調査 HIV 感染症に伴う日和見合併症・

悪性腫瘍の全国調査 
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study 

代表 Elucidation of multidrug resistance mechanisms 
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宮崎泰可・講師 Astellas Investigator Sponsored 
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代表 Exploration of predictive factors for prognosis 
of community-onset pneumonia in adults: a 
multicenter prospective observational stud 

宮崎泰可・講師 日本医療研究開発機構（AMED） 分担 真菌感染症の病態解明及び検査・治療薬の確

立に関する研究 

田中健之・講師 日本学術振興会 基盤研究Ｃ 代表 セロトニントランスポーター/セロトニン拮

抗による急性肺障害の防御機構の解明 

山本和子・助教 日本学術振興会 代表 縦隔リンパ節好中球に着目した肺炎球菌肺
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炎における新しい免疫機構の解明 

山本和子・助教 日本学術振興会 分担 肺胞マクロファージ免疫に着目した非結核

性抗酸菌症の病原性の解明 

山本和子・助教 MSD女性研究者支援研究助成—感染

症領域— 
代表 マクロファージ免疫応答に着目した肺非結

核性抗酸菌症の病態解明と新規治療への展

開 

山本和子・助教 NPO 法人「長崎県地域医療の研究支

援を目的とした医師団」 
代表 長崎県の排非結核性抗酸菌症患者から分離

された菌株のマクロファージ免疫応答と、臨

床病型との関連性を明らかにする研究 

山本和子・助教 長崎医学同窓会 代表 マクロファージ免疫応答に着目した肺炎球

菌肺炎の病態の解明と新しい治療法の開発 

髙園貴弘・助教 日本学術振興会 代表 PslG によるカンジダバイオフィルム感染症

に対する新規治療法開発 

髙園貴弘・助教 NPO 法人「長崎県地域医療の研究支

援を目的とした医師団」 
代表 Galactosaminogalactan をターゲットとした肺

アスペルギルス症の新たな診断・治療法の開

発 

田代将人・助教 日本学術振興会 代表 皮下空洞菌球留置による慢性アスペルギル

ス症マウスモデルの開発 

田代将人・助教 日本学術振興会 分担 マイクロバイオーム解析による慢性肺アス

ペルギルス症の新規治療開発の試み 

田代将人・助教 NPO 法人「長崎県地域医療の研究

支援を目的とした医師団」 
代表 長崎県地域の病院環境における病原真菌の

分布および薬剤感受性調査 

田代将人・助教 「放射線災害・医科学研究拠点」共

同利用・共同研究 重点課題 
代表 放射性同位体を用いた肺アスペルギルス症

の新たな治療戦略の開発 

田代将人・助教 長崎医学同窓会 代表 放射性同位体を用いた肺アスペルギルス症

の新たな治療戦略の開発 

田代将人・助教 MSD 代表 皮下空洞菌球留置による慢性アスペルギル

ス症マウスモデルの開発 

泉川公一・教授 不動技研工業 手指衛生遵守のためのモニター機器開発 

宮崎泰可・講師 Pfizer Epidemiology Study on Incidence Rate of 
Pneumococcal Pneumonia and Distribution of 
Streptococcus Pneumoniae Serotypes in 
Residents aged 18 Years or Older in Goto City 
in Japan 

宮崎泰可・講師 ファイザー MRSA 肺炎診断・治療の実態調査 

宮崎泰可・講師 Meiji Seika Pharma 慢性閉塞性肺疾患の増悪時におけるセフジ

トレン ピボキシルの臨床効果 

宮崎泰可・講師 第一三共株式会社 65 歳以上の高齢者肺炎（NHCAP、誤嚥性肺

炎を含む）に対するシタフロキサシンの有効

性」―シタフロキサシンとガレノキサシンの

比較試験－ 

髙園貴弘・助教 富士フィルム和光純薬株式会社 肺アスペルギルス症における Lateral Flow 
Device 検査の有用性評価 

髙園貴弘・助教 ミズホメディー株式会社 慢性及び侵襲性肺アスペルギルス症の診断

法に関する研究 
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その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

泉川公一・教授 感染症系 東北大学 

泉川公一・教授 感染系 琉球大学 

泉川公一・教授 内科系 長崎大学歯学部・薬学部 

山本和子・助教 非常勤講師（大学院） 学校法人 産業医科大学 

 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

泉川 公一・教授 抗菌薬の適正使用に

ついて 

長崎新聞 2018/12/13 抗菌薬の正しい使用法について啓発し

た 

泉川 公一・教授 インフルエンザにつ

いて 

NHKニュース 2018/11/22 インフルエンザの予防、治療について啓

発した 

泉川 公一・教授 感染症予防について ながさきプレ

ス 

2018/2/1 身近な感染症の予防や治療について紹

介した 

泉川 公一・教授 薬剤耐性菌について 西日本新聞 2018/1/1 インフルエンザの予防、治療について啓

発した 

 

○特筆すべき事項 
①Yamamoto K. Outstanding contribution in reviewing the Journal of Infection and Chemotherapy. Awarded February 2018. 
 


